
Ⅰ　施設の管理概要

指定管理者名

指定期間

設置目的

施設区分

指定管理料

Ⅱ　管理運営の評価
  １　管理業務の水準の評価

  ２　管理業務実施状況
　  ①　施設維持管理業務実績

作業項目

施設の運転操作監
視

施設の保守･点検 日常点検

施設清掃 日常清掃

保安･警備

水量･汚泥計量、成
分分析等

汚泥沈砂等処理

排ガス悪臭騒音等
計測

運転データー等記
録保管

365日 １人

【点検・調査結果及び評価】
　各作業項目は、適正な日数と人員により実施されており、良好であると認める。

178日 １～２人 再委託分を含む

6日 ２人 再委託にて実施

365日 １人

242日 １～２人 再委託分を含む

365日 １～２人 再委託分を含む

155日 １人 再委託分を含む

日本管財環境サービス･三協エンジニアリンググループ

令和4年(2022年)4月1日から令和9年(2027年)3月31日まで

生活環境の改善と公共用水域の水質の保全を図る

下水道法第25条の2の規定に基づき八代市、宇城市及び氷川
町を区域とする下水処理施設（処理場1箇所、ポンプ場2箇
所、幹線管渠15.0km、全体計画処理面積1,225.9ha）

210,139,995円

八代北部流域下水道指定管理者 令和６年度(2024年度) 管理運営評価票

所管部課：土木部下水環境課

施設概要

管理業務の水準を表す指標 目　標　値 実　績　値 備　　考

別紙のとおり

【点検・調査結果及び評価】
　本業務の最重要指標である放流水質におけるBOD・COD等の管理目標値も達成している。業務
全体として適正な維持管理を行っているものと認める。

実　施　日 内　　容

365日 １人



　　②　運営事業実績
〔主な事業・イベント〕

※施設の維持管理業務のみを行う施設は、記載不要。

　３　利用状況

利用可能日数

利用可能日数

利用可能日数

　４　管理経費の収支状況
①　収　入

収入未済額

うち利用料金収入分

210,139,995

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内　　容

人

随時 324人 施設の説明を行う

【点検・調査結果及び評価】
　バスツアーの補助を実施する等、見学者の積極的な誘致に取り組んだことにより、見学者の
大幅増加に繋がっていると評価できる。

施設名
年計 年計 前年度計 前年度比

開館日数

○○ホール
利用日数
利用率
入場者数

□□会議室
利用日数
利用率
入場者数

△△室
利用日数
利用率
入場者数

【点検・調査結果及び評価】

※施設入場料や使用料が無料等により、入場(利用者）数が把握できない場合は、「入場
者数」欄を削除する等、施設の利用形態に応じて適宜様式は変更すること。

項目 内　　　　訳 金額(円）

合　　計

指定管理料
流域下水道の運転操作、維持管理、簡易な修
繕等

見学者の受入れ



②　支　出

項　目

運転管理費

光熱水費

分解整備費

修繕費

業務委託費等

薬品費

普及啓発費

一般管理費

合計

　５　利用者調査結果
調査年月日 　　　年　　月　　日
調査方法
調査対象数

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

※実際の調査項目に応じて、適宜様式を変更すること。

　６　意見・苦情等の対応

1,336,244

12,518,274

202,488,678

沈砂・し渣・汚泥運搬処分、電気計装設備点検等 59,715,808

高分子凝集剤等 9,276,139

【点検・調査結果及び評価】
　管理経費について、円安、原油高等の影響に伴う物価高騰により薬品、汚泥処理・運搬の単
価が上昇したため、委託料の変更協議がなされ、内容を精査の上適当と認め増額変更を行っ
た。
　分解整備工事や修繕について、企業体職員自らで施工するなど様々なコスト削減努力を行う
ことにより予算範囲内に抑えられており、経験豊富な民間企業のノウハウを生かした運営が行
われているものと評価できる。

人件費･運転操作監視等業務委託費･消耗品費等 72,753,964

わからない

内　　　　訳 金額(円）

電力使用料・燃料費・水道使用料・通信費等 6,241,452

33,037,917

7,608,880

調査実施内容

調査結果

調査分野
回　　答　　内　　容

とてもよい よ　い 普　通 あまりよくない 悪　い

施設管理状況

利用条件

職員対応状況

催し・展示等

サービス全般

該当なし

利用者からの意見等

【調査結果及び評価】

利用者からの意見・苦情等 改　善　状　況

【調査結果及び評価】



　７　昨年度の評価で、改善を指摘した事項に対する対応

　８　その他

【調査結果及び評価】

改善内容・結果

該当なし

該当なし

指　摘　事　項



(別紙)

Ⅱ 管理運営の評価 － １ 管理業務の水準の評価　（八代北部流域下水道）

管理目標基準 令和6年度(平均値) 備考

5以下 1.1

10以下 6.5

　5以下 2.0

10以下 0.0

90以上 100.0

10以下 7.4

　2以下 1.1

令和5年度 令和6年度 6年度－5年度

1,562.26 1,582.80 20.5

2,596,489 2,538,608 -57,881

601.7 623.5 21.8

令和5年度 令和6年度 対前年度比

1,700,770 1,734,610

141,136 141,050

1,841,906 1,875,660

2,596,489 2,538,608

0.709 0.739

令和5年度 令和6年度 対前年度比

㎥／年 2,596,489 2,538,608

電気 ｋＷ 1,700,770 1,734,610

係数) R5:0.438   R6:0.422 ＣＯ2  kg 744,937 732,005

ｋＷ 141,136 141,050

ＣＯ2  kg 61,818 59,523

合計 ＣＯ2  kg 806,755 791,528

水道 ㎥／年 729 882.5

係数) R5:0.239 R6:0.245 ＣＯ2  kg 174 216

ＬＰＧ ｋｇ／年 110 108

係数) R5:2.99 R6:2.99 ＣＯ2  kg 719 707

Ａ重油 L／年 1,142 1,455

係数) R5:2.75 R6:2.75 ＣＯ2  kg 3,141 4,001

高分子凝集剤 kg／年 4,682 4,594.5

係数：6.5 ＣＯ2  kg 30,435 29,864

ガソリン L／年 856 775

係数：2.32 ＣＯ2  kg 1,986 1,798

軽油 L／年 410 826

係数) R5:2.64 R6:2.62 ＣＯ2  kg 1,074 2,164

ｋｇ／年 844,284 830,278

ｋｇ／㎥ 0.3252 0.3271

令和5年度 令和6年度 増加率

205 324 58.0%

令和5年度 令和6年度 増加率

0 0 －

流入下水比

見学者数の増減（率）

クレーム数の増減

ＣＯ2排出量

流入水量

0.58%

浄化センター

場外施設

浄化センター

浄化センター

浄化センター

浄化センター

浄化センター

浄化センター

ＣＯ2　合計

1㎥の量（g／㎥）

エネルギー削減量（率）

浄化センタ－電気使用量（ｋＷｈ／年）

4.23%

場外施設電気使用量（ｋＷｈ／年）

合計（ｋＷｈ／年）

流入水量（㎥／年）

原単位（kＷ／㎥）

透視度（㎝）

窒素含有量（ｍｇ／ｌ）

燐含有量（ｍｇ／ｌ）

発生汚泥削減量（率）

ケーキ量（ｔ／年）

流入水量（㎥／年）

管理業務の水準を表す指標

放流水質

BOD（生物化学的酸素要求量）（ｍｇ／ｌ）

COD（化学的酸素要求量）（ｍｇ／ｌ）

SS（浮遊物質濃度）　（ｍｇ／ｌ）

大腸菌群数（個／㎤）


